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【公開番号】特開2013-33113(P2013-33113A)
【公開日】平成25年2月14日(2013.2.14)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月9日(2015.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　階調補正条件に基づいて画像データを補正する補正手段と、
　第１の感光体上に第１色の色材によって第１の画像を形成し、第１の領域において前記
第１の感光体上の前記第１の画像を中間転写体に転写する第１画像形成部と、第２の感光
体上に前記第１色と異なる第２色の色材によって第２の画像を形成し、前記中間転写体の
移動方向において前記第１の領域より下流の第２の領域において前記第２の感光体上の前
記第２の画像を前記中間転写体に転写する第２画像形成部と、を備え、前記補正手段によ
り補正された前記画像データに基づいて、前記第１画像形成部と前記第２画像形成部とに
よって前記中間転写体に画像を形成する画像形成手段と、
　前記第１画像形成部が前記第１の感光体上の前記第１の画像を前記中間転写体に転写す
る第１転写電位と、前記第２画像形成部が前記第２の感光体上の前記第２の画像を前記中
間転写体に転写する第２転写電位とを制御する制御手段と、
　前記画像形成手段により前記中間転写体に形成された測定用画像を測定する測定手段と
、
　前記第１画像形成部が前記第１色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手
段が測定した第１の測定結果に基づいて、前記第１画像形成部の階調補正条件を生成し、
前記第２画像形成部が前記第２色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手段
が測定した第２の測定結果に基づいて、前記第２画像形成部の階調補正条件を生成する生
成手段と、
　前記画像形成手段が前記第１色の色材と前記第２色の色材との両方を用いて前記画像を
形成する場合に、前記補正手段により補正される前記画像データを変換条件に基づいて変
換する変換手段と、
　前記画像形成手段が形成した他の測定用画像を前記測定手段が測定した第３の測定結果
に基づいて、前記変換条件を更新すべきか否かを判定する判定手段と、を有し、
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　前記制御手段は、前記第１画像形成部により前記中間転写体に形成された前記他の測定
用画像が前記第２の領域を通過する間に前記第２の感光体へ再転写しないように、前記第
２の転写電位を制御することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記第１の画像形成部により前記中間転写体に形成された前記測定用画像が前記第２の
領域を通過している間の前記第２転写電位と、前記第１の画像形成部により前記中間転写
体に形成された前記他の測定用画像が前記第２の領域を通過している間の前記第２転写電
位とは異なることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第１の画像形成部により前記中間転写体に形成された前記他の測定用画像が前記第
２の領域を通過している間の前記第２転写電位は０ボルトであることを特徴とする請求項
１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記画像形成手段により記録材に形成されたパッチ画像を読み取る読取手段と、
　前記読取手段の読取結果に基づいて前記変換条件を更新する更新手段と、を更に有する
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第１画像形成部により前記中間転写体に形成された前記パッチ画
像が前記第２の領域を通過する間に前記パッチ画像の前記第２の感光体へ再転写しないよ
うに、前記第２の転写電位を制御することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記第１の画像形成部により前記中間転写体に形成された前記パッチ画像が前記第２の
領域を通過している間の前記第２転写電位は０ボルトであることを特徴とする請求項４ま
たは５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　階調補正条件に基づいて画像データを補正する補正手段と、
　第１の感光体上に第１色の色材によって第１の画像を形成し、第１の領域において前記
第１の感光体上の前記第１の画像を中間転写体に転写する第１画像形成部と、第２の感光
体上に前記第１色と異なる第２色の色材によって第２の画像を形成し、前記中間転写体の
移動方向において前記第１の領域より下流の第２の領域において前記第２の感光体上の前
記第２の画像を前記中間転写体に転写する第２画像形成部と、を備え、前記補正手段によ
り補正された前記画像データに基づいて、前記第１画像形成部と前記第２画像形成部とに
よって前記中間転写体に画像を形成する画像形成手段と、
　前記第１画像形成部が前記第１の感光体上の前記第１の画像を前記中間転写体に転写す
る第１転写電位と、前記第２画像形成部が前記第２の感光体上の前記第２の画像を前記中
間転写体に転写する第２転写電位とを制御する制御手段と、
　前記画像形成手段により前記中間転写体に形成された測定用画像を測定する測定手段と
、
　前記第１画像形成部が前記第１色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手
段が測定した第１の測定結果に基づいて、前記第１画像形成部の階調補正条件を生成し、
前記第２画像形成部が前記第２色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手段
が測定した第２の測定結果に基づいて、前記第２画像形成部の階調補正条件を生成する生
成手段と、
　前記画像形成手段が前記第１色の色材と前記第２色の色材との両方を用いて前記画像を
形成する場合に、前記補正手段により補正される前記画像データを変換条件に基づいて変
換する変換手段と、
　前記画像形成手段が形成した他の測定用画像を前記測定手段が測定した第３の測定結果
に基づいて、前記変換条件を更新する更新処理を実行する更新手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記第１画像形成部により前記中間転写体に形成された前記他の測定
用画像が前記第２の領域を通過する間に前記第２の感光体へ再転写しないように、前記第
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２の転写電位を制御することを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　前記第１の画像形成部により前記中間転写体に形成された前記測定用画像が前記第２の
領域を通過している間の前記第２転写電位と、前記第１の画像形成部により前記中間転写
体に形成された前記他の測定用画像が前記第２の領域を通過している間の前記第２転写電
位とは異なることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記第１の画像形成部により前記中間転写体に形成された前記他の測定用画像が前記第
２の領域を通過している間の前記第２転写電位は０ボルトであることを特徴とする請求項
７または８に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記更新手段は、前記更新処理において、前記画像形成手段により前記中間転写体にパ
ッチ画像を形成させ、前記パッチ画像の濃度情報に基づいて前記変換条件を更新すること
を特徴とする請求項７ないし９のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記更新手段は、前記測定手段により前記パッチ画像を測定することにより前記濃度情
報を取得することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記更新手段は、前記画像形成手段により記録材に形成された前記パッチ画像を読み取
る読取手段をさらに有し、
　前記更新手段は、前記読取手段による前記パッチ画像の読取結果に基づいて前記濃度情
報を取得することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記第１画像形成部により前記中間転写体に形成された前記パッチ画
像が前記第２の領域を通過する間に前記パッチ画像の前記第２の感光体へ再転写しないよ
うに、前記第２の転写電位を制御することを特徴とする請求項１０ないし１２のいずれか
１項に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記第１の画像形成部により前記中間転写体に形成された前記パッチ画像が前記第２の
領域を通過している間の前記第２転写電位は０ボルトであることを特徴とする請求項１０
ないし１３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ところで、多次色の色味変動の程度は、一次転写部で起こる再転写という現象によって
、大きく変化する。よって、色味変動を低減するには再転写の影響を削減することが求め
られる。そこで、本発明は、再転写の影響を軽減することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の第１の観点によれば、
　階調補正条件に基づいて画像データを補正する補正手段と、
　第１の感光体上に第１色の色材によって第１の画像を形成し、第１の領域において前記
第１の感光体上の前記第１の画像を中間転写体に転写する第１画像形成部と、第２の感光
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体上に前記第１色と異なる第２色の色材によって第２の画像を形成し、前記中間転写体の
移動方向において前記第１の領域より下流の第２の領域において前記第２の感光体上の前
記第２の画像を前記中間転写体に転写する第２画像形成部と、を備え、前記補正手段によ
り補正された前記画像データに基づいて、前記第１画像形成部と前記第２画像形成部とに
よって前記中間転写体に画像を形成する画像形成手段と、
　前記第１画像形成部が前記第１の感光体上の前記第１の画像を前記中間転写体に転写す
る第１転写電位と、前記第２画像形成部が前記第２の感光体上の前記第２の画像を前記中
間転写体に転写する第２転写電位とを制御する制御手段と、
　前記画像形成手段により前記中間転写体に形成された測定用画像を測定する測定手段と
、
　前記第１画像形成部が前記第１色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手
段が測定した第１の測定結果に基づいて、前記第１画像形成部の階調補正条件を生成し、
前記第２画像形成部が前記第２色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手段
が測定した第２の測定結果に基づいて、前記第２画像形成部の階調補正条件を生成する生
成手段と、
　前記画像形成手段が前記第１色の色材と前記第２色の色材との両方を用いて前記画像を
形成する場合に、前記補正手段により補正される前記画像データを変換条件に基づいて変
換する変換手段と、
　前記画像形成手段が形成した他の測定用画像を前記測定手段が測定した第３の測定結果
に基づいて、前記変換条件を更新すべきか否かを判定する判定手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記第１画像形成部により前記中間転写体に形成された前記他の測定
用画像が前記第２の領域を通過する間に前記第２の感光体へ再転写しないように、前記第
２の転写電位を制御することを特徴とする画像形成装置が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の第２の観点によれば、
　階調補正条件に基づいて画像データを補正する補正手段と、
　第１の感光体上に第１色の色材によって第１の画像を形成し、第１の領域において前記
第１の感光体上の前記第１の画像を中間転写体に転写する第１画像形成部と、第２の感光
体上に前記第１色と異なる第２色の色材によって第２の画像を形成し、前記中間転写体の
移動方向において前記第１の領域より下流の第２の領域において前記第２の感光体上の前
記第２の画像を前記中間転写体に転写する第２画像形成部と、を備え、前記補正手段によ
り補正された前記画像データに基づいて、前記第１画像形成部と前記第２画像形成部とに
よって前記中間転写体に画像を形成する画像形成手段と、
　前記第１画像形成部が前記第１の感光体上の前記第１の画像を前記中間転写体に転写す
る第１転写電位と、前記第２画像形成部が前記第２の感光体上の前記第２の画像を前記中
間転写体に転写する第２転写電位とを制御する制御手段と、
　前記画像形成手段により前記中間転写体に形成された測定用画像を測定する測定手段と
、
　前記第１画像形成部が前記第１色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手
段が測定した第１の測定結果に基づいて、前記第１画像形成部の階調補正条件を生成し、
前記第２画像形成部が前記第２色の色材によって形成した前記測定用画像を前記測定手段
が測定した第２の測定結果に基づいて、前記第２画像形成部の階調補正条件を生成する生
成手段と、
　前記画像形成手段が前記第１色の色材と前記第２色の色材との両方を用いて前記画像を
形成する場合に、前記補正手段により補正される前記画像データを変換条件に基づいて変
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換する変換手段と、
　前記画像形成手段が形成した他の測定用画像を前記測定手段が測定した第３の測定結果
に基づいて、前記変換条件を更新する更新処理を実行する更新手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記第１画像形成部により前記中間転写体に形成された前記他の測定
用画像が前記第２の領域を通過する間に前記第２の感光体へ再転写しないように、前記第
２の転写電位を制御することを特徴とする画像形成装置が提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このように、本発明によれば、再転写の影響が軽減される。
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